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スコ州立大学（San Francisco State University 以下、
SFSU）の客員研究員として、LGBT コミュニティで活
動する機会を得た。サンフランシスコは後述するとおり、




















にある GLBT history museum（以下、GLBTミュー







SFSU の民族学部副学部長である Amy Sueyoshi 教
授は、歴史学者としてミュージアムの運営を支えるだけ
でなく、LGBT 特にアジア系 LGBT を支援する NPO





















1980 年代に入ると、AIDS が全米の LGBT コミュ
ニティに大きな影響を与えることとなり、カストロ通りでも

















上げたものであった。その後 1994 年には名称を Gay 
and Lesbian Medical Association に変更し、さらに










に、2013 年から Nurse Summit という看護部会が発
足した。
GLMA 全体では 1800 人程度の会員数があり、大
LGBT を対象とした健康教育
表１　第 32 回 GLMA 大会プログラム　（抜粋）
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会参加者は 500 人程度、そのうち Nurse Summit の
参加者は 50 人程度とまだ少数派だが、その参加者に



















この Nurse Summit で 基 調 講 演を行ったの が、
















護学会誌 10 誌上に過去５年間で LGBT に関する論文
は７論文あり、これは全体の 0.16% に過ぎないことが






ている。American Journal of Nursing の 2014 年 6
月号では、GLMA からの引用としながら、LGBT の
患者が現れた場合、医療従事者が LGBT の平等なケ
アの提供のために議論すべき Top Issue を LGBT 別
に紹介している（Lim et al, 2014）。
























    ファーセックス
② 肝炎予防接種と

































Lim, Brown, Kim, Min(2014),Addressing Health Care Disparities in the 
LGBT Population: A Review of Best Practices, American Journal of 







４．DIFO（Do It For Ourselves）の活動
Eliasonさんが 2013 年からサンフランシスコ市内で








































































写真２　SF LGBT Community Center














































































バーシティ・ラボ , 2012）。また筆者が 2007 年に実施
した医療機関への調査では、LGBT の患者の認知割
合は、96 施設中レズビアンが 13 施設、ゲイが 19 施設、
バイセクシュアル 14 施設、トランスジェンダー 31 施設



























































GLMAのNurse Summitの参加者が 50 名程度であっ
たことや、看護論文で LGBT の健康問題を扱うものが
およそ 0.16% という現状を、Chin らは論文のタイトル
を引用し、「Nursing Silence on LGBT issue（LGBT
の問題における看護の沈黙）」と表現した（Eliason 








いを小さく見積もって設計されている（Eliason et al, 
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て国 際 学 会 (International Council on Women’s 
Health Issues) で発表した。その際に出会った研究者
の一人が、後に「Nursing Silence on LGBT issue」
を Eloasonさんと共に書くDibble 博士であった。筆者














在外研究を受け入れてくださった SFSU の Race and 
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